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To communicate with others is one of the most popular purposes of using the Internet
especially among young users. Some people can enrich their relationship with others through
Internet, and others, on the contrary, can have difficulty establishing interpersonal
relationships on the Net. A questionnaire survey was administered to 332 university students
and 70 nursing students to investigate the relationship between their way of using
Internet-based communication and their mental health status. The result showed that
students who had depressive tendencies, self-denying attitudes, or low self-esteem had a
significantly different way of using Internet-based communication from those who didn’t have







保有率を超えており、特に 20 代では 98.8％保有(内 94.5％スマートフォン)し、複数保有してい
る者もいる。主なメディアの平均利用時間は、リアルタイムのテレビ視聴に次いでネット利用時
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２．研究方法
１）調査対象
3 年課程A看護専門学校 1・2年生 70 名、B大学教育学部専攻 1・2年生 332 名の合計 402 名（男
子 76 名、女子 326 名）（18～25 歳・平均年齢 19 ± 1 歳）を分析対象とした。
２）調査時期・方法
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（3）ネットツール８種類毎の利用時間は、他のツールに比べ 2時間以上の使用者が多かったのは
通話・メール・チャットツールであった（図 3‐1）。通話・メール・チャットツールの使用時間










ラインゲームの 3種類のゲームツールであった。（図 3－ 2・4・5）。スマフォゲームおよびソー
シャルゲームは、2～3時間および 3時間以上の使用は、女子学生に比べ男子学生に有意に多く、
30 分未満は、女子学生が男子学生に比べ有意に多かった（図 3-2・4）。オンラインゲームは、男
子学生に比較し女子学生の使用は 30 分未満で多かった（図 3-5）。日記ツールについては、
1～2 時間で男子学生に比べ女子学生の利用が多かった（図 3-3）。それ以外の掲示板、ネット
ゲーム、動画ツールは、男女間に有意差は認められなかった。




数の多い順に、「連絡手段（186 名）」「楽しいから（152 名）」「便利（141 名）」「暇つぶし（110
名）」「みんながやっている（51 名）」「つながっていたい（31 名）」であった。








値感は 5.5 と低く（0～6：低、7～8：中、9～10：高）、抑うつは 43.8 と高く（40 以上：軽いう
つ、45 以上：危険域、50 以上：抑うつが強い、60 以上：とても苦痛で疲労している）、自己否
定感は 14.8（0～2：弱、3～4：中、5点以上：強）と非常に強かった。









動画ツールの利用が 30 分未満の者は抑うつ高群 24 名（51.1％）と他群に比べて少なかった。




抑うつ高群では 3時間以上動画ツールを使用する者が 5名（10.6％）認められた（表 3-1）。日





ツールとの関連を見た。動画ツールの利用時間は、自己否定感高群は、30 分未満が 80 名
（80.8％）と中低群の 184 名（68.7％）に比べ有意に高く、自己否定感中低群は、1～2時間 26 名
（9.7％）、2～3時間 15 名（5.6％）と高群に比べ有意に高かった（表 4‐1）。ソーシャルゲーム
は、自己否定感中低群で 1～2時間の利用 24 名（9.0％）が認められ（表 4‐2）、高群 1名（1.0％）
に比べ有意に多かった。通話・メール・チャットツールやその他のネットツールでは、有意差






自己価値感高群は、動画ツール 3時間以上の利用が 6名（12.5％）認められ、低群 1名（4.0％）、
中群 4名（1.3％）に比較し有意に多かった。自己価値感高群は、30 分未満が他の群に比べ有意
に少なかった。その他のネットツールでは差は認められなかった（表 5‐1）。























本，竹谷，小野 2012）、石田らが 2014 年に行った調査でも抑うつ度は高い傾向にあった。今回の





の利用時間を比較した。抑うつ尺度を、34 以下の抑うつなし群、35～51 の抑うつ軽群、52 以上の
抑うつ高群の 3群で比較したところ、動画ツールと日記ツールに群間での差が認められた。動画
ツールを 3時間以上使用する者は、抑うつなし群 0％、軽群 1.8％だったのに対し、抑うつ高群で
は有意に多く 10.6％認められ、30 分未満の利用においては抑うつなし 80％、軽群 74.3％に比べ
て、高群 51.1％と有意に少なかった。ブログ等の日記ツールの利用時間は、抑うつなし群で 1時
間～2時間が 19.4％、抑うつ軽群は 2時間～3時間は 4.5％利用しており、それぞれが抑うつ高群






自己否定感は、平均± SD(14.8 ± 3.8)から、17 以下中低群と 18 以上の高群の 2群に分け比較
した。動画ツールとソーシャルゲームの利用時間は、自己否定感高群では、どちらも 80％前後が


































自己価値感は、平均± SD(5.5 ± 1.7)から、3以下を低群、4～7を中群、8～10 を高群として 3






































総務省 ,2015. 平成 26 年通信利用動向調査．
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